
令和２年（2020年）２月那覇市議会定例会 

 

一般質問発言通告書（４日目） 

令和２年２月 26日（水） 

※１人当たり 15 分間（答弁を除く） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

１ 新 垣 淑 豊 

(自 民 党) 

 

 

 

質問方式 

一問一答方式 

(質問席のみ) 

１ ジャイアン

ツキャンプ関

連の効果につ

いて 

 

 

 

 

２ てんぶす館

及び伝統工芸

館について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 市内商工業

者の現況と市

の支援体制に

ついて 

 

 

 ２月定例会の開会日には、ジャイアンツキャン

プのウエルカム感を出すためにかりゆしウエア

やユニフォームを着ているが、キャンプやオープ

ン戦、公式戦の支援にあたり、どの程度の金額が

支出され、どの程度の効果があるのかを伺う 

 

 

 

(１) 伝統工芸館が直営となって１年が経つ。政

策説明資料を見ても、未だ運営方法等課題の

整理と見直しとある。本定例会でも話題とな

っている首里当蔵町の首里織・琉球紅型の拠

点施設の整備に合わせて運営方針を抜本的に

改革をしなければならないと考える。現状の

課題についてどのように捉えているか伺う 

 

 

(２) てんぶす館において、１階のショップなは

に関しての家賃はどのようになっているの

か、また売上についてはどの程度あるのかを

伺う 

 

 

 

(１) 市内の商工業者の課題がどのようなもの

であるのかを伺う 

 

 

(２) 新商品開発支援事業の商品販売の現状に

ついて伺う 

 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ４ スクールロ

イヤーの設置

について 

 

 

 

 

５ 市内ホテル

の建設状況に

ついて 

 

 

 

６ ＬＲＴにつ

いて 

 

 

 

７ 本２月定例

会、古堅茂治

議員の日本共

産党会派代表

質問に対する

市長答弁につ

いて 

 全国的にも那覇市内でも多くの学校現場課題

があり、文科省により 2020 年度よりスクールロ

イヤーの配置がなされるとの話を耳にした。スク

ールロイヤーの役割を簡潔に伺う 

 

 

 

 市内ホテルの室数の推移と稼働率の推移、また

今後のホテル建設についてどの程度の室数が増

える予定かを伺う 

 

 

 

 ＬＲＴ設置の目的・意義について伺う 

 

 

 

 

 本定例会２月 18 日の古堅茂治議員の代表質問

再質問にかかる、県民投票の結果として、市長答

弁において「那覇市では 74.7％が反対」との旨

の表現があった。反対と明確に投じたのは

102,348 票で当該投票の市民有権者の 39.93％で

あり、当時の２月末の市民人口の 31.72％であ

る。投票率が 53.44％でその内、投票者の 74.7%

と言うことが市民への正確な数字情報の伝達で

あると考えるが市長の見解を伺う 

 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、教育長、関係部長 

 



一般質問（４日目） 令和２年２月 26 日（水） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

２ 湧 川 朝 渉 

(日本共産党) 

 

 

 

質問方式 

一問一答方式 

(質問席のみ) 

１ 道路行政に

ついて 

 

 

 

 

２ 漁業行政に

ついて 

 

 

 

 

３ 消防行政に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 保育行政に

ついて 

 

 

 

 

５ 学校行政に

ついて 

 街路樹の害虫対策を問う 

 

 

 

 

 

 那覇空港南側船揚場整備事業の概要を問う 

 

 

 

 

 

(１) 消防局における昇任試験の概要と目的を

問う 

 

 

(２) 那覇市西消防署安謝出張所の概要を問う 

 

 

 

 

 

 小規模保育事業の概要を問う 

 

 

 

 

 

 学校における集団によるフッ化物洗口について 

 我が国のむし歯保有率は、1970 年代半ばをピ

ークに順調に減尐して、2017 年度統計では、む

し歯がゼロの子どもは、65％もおり、沖縄県の

12 歳児１人平均むし歯数 1.7 本と全国平均 0.8

本との差は１本未満である 

 この数字は、ＷＨＯの目標３本以内をすでにク

リアしている。当局の見解を問う 

 

【答弁を求める者】 

  教育長、関係部長 

 



一般質問（４日目） 令和２年２月 26 日（水） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

３ 奥 間 綾 乃 

(なは立志会) 

 

 

 

質問方式 

一問一答方式 

(質問席のみ) 

１ ひとり親の

養育費につい

て 

 

 

 

２ 障がい者支

援について 

 

 

 

３ ひきこもり

問題について 

 

 

 

 

 

 

 

４ 認定こども

園食育につい

て 

 

 

 

 

５ ＡＥＤ設置

について 

 

 

 

６ 健康増進及

び体育施設に

ついて 

 

 

 本市の養育費支払いの現状について伺う 

 

 

 

 

 

 視覚障がい者の外出が困難な方への支援策を

伺う 

 

 

 

(１) 本市における 15 歳以上、高齢者に至るま

での「ひきこもり」と認められる人の数と現

状について伺う 

   

(２) ひきこもりとなる要因、対策、取り組みと

課題を伺う 

 

 

 

(１) 本市、公立認定こども園における食育計画

について伺う 

 

(２) 主な取り組みとその成果について伺う 

 

 

 

 ＡＥＤを設置していない本市所有施設につい

て伺う 

 

 

 

 市民が継続して健康増進に取り組めるよう、年

間パスポートや回数券の発行など利用促進を図

れる施策を求める。見解を伺う 

 

 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、教育長、関係部長 

 



一般質問（４日目） 令和２年２月 26 日（水） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

４ 糸 数 昌 洋 

( 公 明 党 ) 

 

 

 

質問方式 

一問一答方式 

(質問席のみ) 

１ 中心商店街

の活性化と安

全対策につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

２ ｢ＬＲＴ」の

導入可能性に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 以下、取り組みの状況を問う 

 

(１) まちなか商店街地区都市再生整備計画の

策定について 

 

 

(２) 防災・防火対策の現状と課題について 

 

 

 

 

 交通基本計画や都市計画マスタープランにお

いて、「モデル性の高い基幹的公共交通システム」

として位置付けられた「ＬＲＴ」の導入可能性に

ついて見解を問う 

 

 

 

 

  

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、関係部長 

 



一般質問（４日目） 令和２年２月 26 日（水） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

５ 古 堅 茂 治 

(日本共産党) 

 

 

 

質問方式 

一問一答方式 

(質問席のみ) 

１ 新型肺炎感

染症対策につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

２ 教育行政に

ついて 

 

 

 

 

 

 市内でも新型肺炎の感染症患者が発生した。感

染拡大防止に向け、カギを握るのが適切な情報発

信である。手洗いとうがいの励行、咳エチケット

など個人ができる予防対策や注意事項、体調不調

や疑いがあるときの対応方法、問い合わせ先や中

小企業支援窓口など、市民が冷静に適切な対応や

行動が取れるための具体的内容などを周知する

情報提供・共有を拡充すべきである。那覇市危機

管理対策本部の対応について問う 

 

(１) 大阪で府立高校３年だった女子生徒が地

毛の黒染めを強要されて精神的苦痛を受け

たとし、損害賠償を求めて大阪地裁に提訴し

たことを受けて、児童生徒に理不尽なルール

を課す「ブラック校則」の見直しが全国各地

で進んでいる。子どもにも、憲法に規定され

ている基本的人権は広く保障されている。同

時に子どもは、成長・発達途上にある特別な

子ども期にある者として、保護される権利、

教育・社会保障への権利、社会参加の権利な

どの多くの「子どもの権利」が認められてい

る（「子どもの権利条約」）。ところが尐なく

ない学校で、個人の尊厳や多様性からかけは

なれた画一的な指導が横行し、肌着の色や頭

髪黒染め強要などの「ブラック校則」、学校

の決まりを問答無用に強要する「ゼロトレラ

ンス（寛容ゼロ）」など、学校における過度

の管理は、個人の尊厳や多様性に反し、子ど

もの人権を脅かし、成長・発達への障害とな

り、不登校の要因ともなっている。肌着の色

を規制している学校数、割合について問う 

 

(２) 学校給食法にも、「学校給食を活用して食

に関する指導を行う際には、地域の産物を活

用するなどの創意工夫を通じて、地域の食文

化や産業、自然の恩恵に対する理解を深める

こと」が謳われている。学校給食への那覇

産・沖縄産の活用状況について問う 

 

(３) 沖縄の野球の歴史を学ぶことができる奥

武山野球場にある野球資料館の充実・イメー

ジアップ事業について問う 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ３ 文化行政に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 道路・建築・

環境行政につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ ジェンダー

平等施策の推

進について 

 

 

 

(１) 世界遺産・国宝・国指定史跡である「玉陵」

の関連用地にある擁壁が、危険な状況である

ことから、その全面改修を行う玉陵擁壁改修

工事について問う 

 

(２) 1959年に友好都市である川崎市から贈呈さ

れた佐藤惣之助の詩碑を首里城公園内に移設

する事業の進捗状況について問う 

 

 

(１) 子どもたちの通学や地域住民の安全の確

保へ向けて、那覇市立大名児童館の駐車場に

接している市道への歩行空間の設置につい

て問う 

 

(２) 地域住民から強い要望のあった石嶺町 

一丁目の砂販売所問題が事業者の理解と 

環境部・まちなみ共創部のタイアップで解決

したことについて問う 

 

 

 「第４次那覇市男女共同参画計画」(なは男女

平等推進プラン)が昨年 12 月に策定された。計画

の特長と基本理念等について問う 

 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、教育長、上下水道事業管理者、

関係部長 

 



一般質問（４日目） 令和２年２月 26 日（水） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

６ 當 間 安 則 

(市民のこころ) 

 

 

 

質問方式 

総括質問方式 

(質問席のみ) 

１ 障がい者支

援事業につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 小禄支所建

設整備事業に

ついて 

 

 

 

 

 

 重度知的障がいがあるため、県立高校を定員内

不合格になり、高校教育から学ぶ権利を奪われる

現実がある。障がいの有無にかかわらず、学びの

保障はされなくてはならない。まだまだ様々な観

点から支援体制づくりを見直すべきだと考える。

以下伺う 

 

(１) 障がい者雇用について 

 

  ① 市長部局における障がい者の雇用数と

雇用率について伺う 

 

  ② 市内企業の障がい者の雇用数と雇用率

について伺う 

   

(２) 障がいをもつ小・中学生の不登校・いじめ

の現状と支援について 

 

 

 

 

 

 老朽化に伴う小禄支所の建て替え工事が始ま

るに当たり、今回議案第 16 号にて、那覇市役所

支所設置条例の一部を改正する条例制定が提案

された。以下伺う 

 

(１) 小禄支所建て替え工事のスケジュールに

ついて伺う 

 

(２) 移転する仮支所の概要について伺う 

 

(３) 証明書等の自動交付機について仮支所に

設置できないか伺う 

 

 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ３ 識名霊園那

覇市民共同墓

について 

 

 昨今、お墓がない人、お墓を継ぐ人がいない人

等の問題が発生している。以下伺う 

 

(１) 南納骨堂の現状と今後の予定について伺う 

 

(２) 那覇市民共同墓の合葬式墓地の概要につ

いて伺う 

 

(３) 那覇市民共同墓の短期収蔵納骨室の概要

について伺う 

【答弁を求める者】 

  関係部長 

 



一般質問（４日目） 令和２年２月 26 日（水） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

７ 坂 井 浩 二 

(なはのみらい) 

 

 

 

質問方式 

総括質問方式 

(質問席のみ) 

１ 教育行政に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 就職支援に

ついて 

 

 

 

 

３ 福祉行政に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

４ 野良猫対応

について 

 

 

 

(１) 県内各自治体で開催されている子ども議

会を行うことの意義について教育長の教育

的観点からの見解を伺う 

 

(２) 演劇を教育現場に採り入れることは、児童

生徒の自己肯定感を高める事につながり、自

己表現や情操を高める上で非常に有効だと

考える 

   ｢演劇教育」を導入した場合の意義とその

効果について当局の見解を伺う 

 

(３) 小中一貫教育の理念と入学制限のあり方 

について教育委員会の考えを伺う 

 

 

 

 

 いわゆる就職氷河期世代の支援について、本市

の方向性と取り組みについて伺う 

 

 

 

 

紙おむつ助成について障害者手帳対象者と療 

育手帳対象者に不公平が生じている 

知的障がい児・者への紙おむつ助成について検 

討するとの話はその後どうなっているのか、当局

の取り組み状況について伺う 

 

 

 

 

 野良猫対応について、本市はどのような取り組

みを図っているか。ＴＮＲ事業も含めて現状を 

伺う 

 

  

 



順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ５ 公園行政に

ついて 

 

 

 

 

 

６ 首里城再建

支援について 

 

 

 

 

７ 消防行政に

ついて 

 

 古島地域住民より３年前から要望し続けてい

る大神公園内で放置状態のビオトープ改修対応

はどうなっているか 

 

 

 

 

 首里城募金のこれまでの受付件数と総額、今後

の受付のあり方について伺う 

 

 

 

 

 消防団長の再任及び団員の定年年齢引き上げ

の意義、また、費用弁償規定の基準設定について

伺う 

 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、教育長、関係部長 

 


